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〜発表資料の作成について（ポスター編）〜 

 ７月１５日は「ARP 探究成果最終発表会」が行われます。ASⅢの３班（音響、ヘドロ

発電、化石）と ASⅡの全班はポスター発表となります。発表に向けて、各班がポスタ

ー作成を進めているかと思います。今回の AS クラス通信は、ズバリ「より良いポスタ

ーにするにはどうすればいいのか？」について考えていきたいと思います。 

 2 年生の皆さんは、これまでの ASⅡの時間に科学部のポスターを見て、良いポスタ

ーについて先生方を交えてディスカッションしましたね。その際に提示したポスター

の一部を下に掲載します。 

①ホタル班              ②水耕栽培班 

  

 ①のホタル班は内容に応じて区分けされていて、見るべきところがわかりやすいで

す。②の水耕栽培班は、自分たちの研究内容をイラスト化（上半分が植物、下が水槽

となっています）し、その葉っぱや水槽を区画として、研究内容を紹介しています。

どちらがいいとは甲乙つけ難くて言えませんが、どちらも「区画分け」の工夫が見ら

れます。 

③化石班（ARP）           ④化石班（つくば） 

  

次に化石班のポスターを見てみましょう。上の③と④はどちらも化石班のポスター

ですが、同じように見えてちょっと違います。違いは文字の量です。③では図表の横

に文字で説明していました。形式は異なりますが、図表と文字で説明していることが

重複していました。結果として、文字のスペースの分、図表を小さくしなくてはいけ

なくなり、図表が見えにくくなっていました。そこで、④では文字を極力減らして図

表を大きくしました（③の文字での説明は口頭で説明）。結果、図が大きくなり、説明

しやすくなりました。ここでは「文字を減らす」工夫が見られます。 

前述の④は文字が少なく、図が大きくて良いのですが、ちょっと色が多くて強調が



わかりくい状態でした。そこで改良を加えたのが、下の⑤です。 

⑤化石班（神戸予選会） 

 

 ⑤は発表の関係で２枚組のポスターになっていますが、④に比べて「色の使用を抑

える」工夫が読み取れます。また、④の「文字を減らす」工夫はそのままで、①の「区

画分け」の工夫も取り入れられています。このポスターは、これまでに比べて洗練さ

れています。ただ、更なる改善点があります。それは、図を全て載せた結果、ごちゃ

ごちゃしたポスターになってしまったことです。その結果、通り過ぎる人がパッと見

てもよくわからず、人目を引かないポスターとなってしまったように思います。外部

発表会でのポスター発表では、より多くの人に発表することで、多くの指摘を受け、

研究を深化させるきっかけを掴めます。より多くの人にポスター発表するためには通

りすがりの人に聞いてみようかなと思わせる人目を引くポスターが必要です。 

 この後、化石班では人目を引くポスターとするための改良を進めました。その結果

が⑥です。⑥は１枚のポスターですが、用紙が B0 版となっており、ほぼ⑤と同じ大き

さです。 

⑥化石班（JpGU） 

 

 ⑥では、「背景を写真にする」工夫が読み取れます。このことで、左の⑤よりも目を

引くものとなりました。また、図を精選し、一部文字での説明も復活させています（文

字での説明は図表との重複を避け、極力少なくしています）。加えて、①や②を参考に

右上に化石の写真を大きく掲示して、何の研究か一目でわかりやすくしています。実

物は地学教室に掲示していますので、AS の時間にでも近くで見てください。 

 さて、ここまで以下の工夫を紹介しました。 

 ・区画分け  ・文字を減らす  ・色の使用を抑える  ・背景を写真にする 

班によっては活用できるものとできないものがあるかと思いますが、一部でも良いの

でこれらの工夫を積極的に活用し、より良いポスターの作成を進めてください。２年

生はデータがまだないので難しいかもしれませんが、３年生は⑥のポスターよりも洗

練された２年生の参考になるポスターを作ってくれることを期待しています。 


